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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,65 45,90 +0,25 45,88 +0,02

USD / BRL Spot BRL 2,2210 2,2122 -0,0088 2,2243 -0,0121

USD / JPY Spot JPY 101,30 101,54 +0,24 102,04 -0,50

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.786 55.744 +958 54.807 +937

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 147,2 146,3 -0,9 138,7 +7,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 11,02 10,98 -0,04 11,09 -0,11

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,233 -0,001 0,232 +0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 297,1 297,5 +0,4 310,0 -12,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年7月15日

Indicator Unit 7月11日

昨日のドルレアルスポット相場はルセフ大統領苦戦の思惑からレアル高となる展開でした。
朝方は週次サーベイで今年末の成長率見通しが引き下げられインフレ見通しが引き上げられたため先週
末比若干レアル安の２．２２台前半で取引されましたが、株式市場はＷ杯でのブラジル敗退によってルセフ
大統領の支持率が低下するとの期待から直近高値を更新したためレアルも連れ高となり２．２１台前半へ
レアルは買われました。その後は小動きとなり、そのまま２．２１台前半で引けています。

昨日発表された週次サーベイは小幅の修正であったものの今年末の成長率見通しが１．０７％から１．０５％
へ引き下げられ同インフレ見通しは６．４６％から６．４８％へ引き上げられました。成長率見通しは７週連続
の引き下げとなり、鉱工業生産見通しが０．６７％減から０．９０％減へ引き下げられたことと併せて厳しい
見通しが続いています。インフレ見通しもＷ杯や干ばつによる一時的影響が沈静化すると見込まれている
にもかかわらず目標上限近辺での高止まりが予想されています。このようなスタグフレーション的様相を考慮
すると本日から始まるＣＯＰＯＭでは政策金利据え置きを余儀なくされるでしょう。成長鈍化がインフレ抑制と
なって現われるのを待つという消極的方針を取らざるを得ない状況です。
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